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伊江村議会事務局

 

（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

印刷インキに植物由来の原料を配合して、
温室効果ガスの発生を低減しています。

生年月日 昭和15年生　満83歳
行政区・屋号 西江上・三四郎ンヤー

名　　前

　毎回朝は大きな声で「おはようございます」
と元気に来所しています。現役の頃は働き者。
畑仕事を長年していたとの事です。今でも葉
たばこや園芸、野菜作りの話になると、得意気
に話されます。これからもレッスンや脳トレを
楽しみながら、一緒に過ごしましょうね。

職員からみた敬子さん

山 城 敬 子
やま     しろ    けい　   こ

　11月に入り、肌寒い日が平年より多く、冬の始まりを感じている。４月頃から新型コロナも落ち
つき村内で行われた各種イベントも人数制限もなくコロナ禍前の賑わいを見せている。
また、10月に行われた職域パークゴルフ大会では、議会チームがチームワークを発揮し「Aパート
優勝」を飾った。健康増進の為に、パークゴルフを定期的に実施しようと盛り上がっている。
　来年2024年辰年も 
　カラタガンジューサシー、チューパンジャシンショリヨー
　なお、議会の内容を詳しく知りたい方は、ホームページの伊江村議会または中央公民館、各区
公民館の会議録をご覧下さい。

議会広報調査特別委員会　事務局

題 字 記 入 者

今月の表紙

今月の表紙は、保育所大運動会における、かけっこの様子
西保育所３歳児クラスの成島宇恭くん（父：亨、母：麗乃）、
古堅きいちゃん（父：龍生、母：媛乃）です。

なる  しま    う  きょう　　　　　              とおる　             かず    の

ふる  げん　　　　　　　　　　　　　　　　　　りゅう  き　 　　　　  ひめ    の

議会傍聴を希望される方は、議会事務局へお問合せ下さい。
発熱や風邪、倦怠感のある方はご遠慮いただく場合がございますのでご理解ください。

12月12日（火）午前10時～▶   定予会例定月21



議場の雰囲気
●�静かで、ピリピリしている
●�緊張感がある
●�空気が重い
●�音を立ててはいけない雰囲気

印象に残った発言
●�異議なし！（みんなそろって）
●�後継者の育成

議場での発見
●�〇〇君と呼ぶ（村長も）
●�マイクがみんな一本ずつある
●�モニターでしゃべっている時間がわかる
●�女性がいない
●�若い人が少ない

議会を見学しての感想
●�雰囲気は予想していたものよりも静かで
ビックリした。こうやって伊江島の事を決め
ているんだなと思いました。
●�みんな緊張感を持っていて、会場がピリピ
リしていたので、これが、村の事を決めるこ
となんだなと思いました。
●�一番印象に残っている事は、村長の事を
〇〇君と呼ぶことです。最初は〇〇さんと
か、〇〇様で呼ぶかと思っていたら、予想
外の〇〇君で驚きました。
●�難しい話で何をいっているかあんまり理解
できなかったけど、僕たちの為になる事を
真剣に話をしてくれていると思うのでとて
もありがたいです。

議会を
見学しての

感想
（一部抜粋）

伊江小学校
６年生の

開会前の議場の様子（伊江小６年生の作品）

議会広報 いえそん
No.183  12 月号 2

　令和５年６月15日に伊江小学校６年生が、一
般質問を、9月13日に伊江中学校３年生が一般
会計補正予算（第４号）の議会傍聴を行った。ま
た、傍聴前に各学校で、出前授業を行った。

　議会とは？伊江村議員の紹介、議会傍聴とは？伊
江村の予算（伊江中学校のみ）について説明を行っ
た。また、各班に分かれて、議員の一般質問を例に
自分たちならどう考える？授業を行った。

伊江小学校 伊江中学校 出前授業業

議
会
傍
聴

66月定例会、月定例会、99月定例会月定例会 議会傍聴議会傍聴

出前授業の様子

議長あいさつ



Ｑ  レストランや食堂を増
やしてほしい

　この前、みんなでご飯を食べに行こうとしてお店
をまわったら、どこもお店はいっぱいだったから、も
っとレストランをふやしてほしい。

Ａ．村内の飲食店は、昼に飲食する場所が少ないのが実情で、現在、伊江港旧ターミナルでは
昼営業を行う店舗が準備しておりますので支援して
いきたいと考えております。

Ｑ  方言を次の世代に
 伝えていくためには
　「島ふとぅば」も伊江島の受け継いできた伝統なので
未来に受け継いでいくべきだと思います。
　例えば、幼小中を対象とした参加無料の方言を教える
英会話スクールのようなものを設けるなどがあります。
その授業内容で方言をマスターし、修了証書をもらえ
ば、それを高校推薦に出せる資格にできたりすると参加
者も増えて、方言を話せる人が増えると思います。また、
シニアの方との方言で話す事で新しい繋がりの輪がで
きて地域の団結力を高めることも出来ると思います。

Ａ．イージマグチのスクールの提案はとても良いアイデアです。
　村文化協会では、伊江島方言による読み聞か
せなどの活動を行っている「島ふとぅば語りべの
会」があります。その語りべの会とも相談し、伊江
島方言を未来へ受け継げる仕組みができないか
検討していきたいと思います。
　現在、伊江島方言では「しまふとぅば」という事
で、２月18日を「しまふとぅば」の日として、長年伊
江島方言の調査研究を行っている生塩睦子先生
（伊江村名誉村民）の監修を受けて発行した「伊
江島の民話集」の特集などを行っています。読み
聞かせ用のＣＤも付いていますので、ぜひ手に取
ってご覧ください。
　また、９月中旬をイージマグチ推奨運動期間と
して全世帯に伊江島方言のあいさつのチラシを
配布し、防災無線でも伊江島方言を使ってイージ
マグチを推奨しています。
　推奨運動は、まずは簡単なあいさつからはじめ
ようという趣旨で提唱していますので、地域の方
とイージマグチでのあいさつをよろしくお願いし
ます。

Ｑ 本島につなぐ橋
　なぜなら橋があることによって時間関係なく病院に
行くことが出来るし、子どもが簡単に本島に遊びに行け
る。しかし橋があることによって空き巣に入られ村に平
和が訪れない。でも僕は橋がかかっていてほしいです。

Ａ．本島へ橋を架けるには、長期間は勿論のこと、莫大な建設費用がかかります。村にとっても天候や
災害など離島特有の課題に左右されない架橋建設を長
年にわたり要望しているところです。今後も継続して、国
や県に早期実現を要望していきたいと思っております。�

Ｑ 交通についてのお願い
　私は、たまに祖母に学校に送ってもらうことが、あります。その際に
右側から来た車に気づかない時があります。私の家の近くだけでな
く伊江村のいたる所にカーブミラーがなく危険な箇所があります。
他には川平団地の上の方にある畑の木が道路側に飛び出したりして
いるのでそういうのを減らしていただきたいです。

Ａ．見通しが悪い交差点においても同様ですが、地域から要望がある際は、現場の状況を検討して、必要な箇所へ設置していき
ます。交通に支障をきたす雑木等は、土地の所有者が管理しなけ
ればなりませんので、交通に支障を来す、または恐れのある雑木
等の管理の徹底と交通ルールの遵守と交通マナーの普及を本部
警察署と連携しながら、広報誌等で村民へ周知していきます。

伊江中学３年生からの
村を良くする為に考えよう！？
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議
会
傍
聴

質問
（一部抜粋）

66月定例会、月定例会、99月定例会月定例会

伊江中学校３年生 伊江小学校６年生



※�一般会計歳出決算額を、令和５年３月末の人口（4,355人）世帯（2,271世帯）で割り、算出しました。

繰越財源とは…その年度内に支出を終了することができない経費について
　　　　　　　特別に翌年度１年間に限り繰越して使用することができる

1世帯当たり
 2,840,658円

令和５年第７回
（９月）定例会を
３日間の会期で
行いました。

■本定例会では、令和４年度各会計の決算認定や令和５年度一般会計及び特別
会計補正予算など２８議案を審議しました。（※Ｐ14参照）

■令和４年度決算の認定にあたっては、決算審査特別委員会を設置し、付託され
た各会計決算の議案について、慎重に審査を行いました。

■その結果、付託された６会計決算すべて『認定すべきもの』と決定しました。

Q

● 令和４年度　歳入歳出決算額表

● 村債（借入金）残高の推移

会計別 予算現額
（千円）

Ａ　収入済額
（円）

Ｂ　支出済額
（円）

Ａ－Ｂ 
差引残高（円）

令和３年度 
比較増減（円）

一 般 8,119,218 6,794,648,472 6,451,134,563 343,513,909 237,653,156
診 療 所 397,825 414,723,263 363,374,210 51,349,053 38,968,923
国 保 1,077,722 1,075,927,431 1,068,525,856 7,401,575 ▲�6,174,798
後期高齢者 61,025 60,706,008 60,036,076 669,932 221,310
水道（収益） 185,313 178,056,662 172,970,925 5,085,737 ▲�1,967
船舶（収益） 967,883 890,283,234 909,829,229 ▲�19,545,995 ▲�118,672,586

合計 10,808,989 9,414,345,070 9,025,870,859 388,474,211 151,994,038

１億5,527万円の繰越財源を含む

決算額を村民１人当たりに換算すると？

1人当たり
1,481,317円 タッちゅん

のの黒字黒字決算決算

議会広報 いえそん
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平成30年度

令和元年度

令和２年度

令和３年度

令和4年度

41億6,372万円

42億7,402万円

42億7,183万円

45億3,530万円

44憶167万円

令和４年度決算
　　　 を認定６会計

令
和
４
年
度 

決
算



教育費   ９億1,468万円 
  （前年度  11億9,921万円減）
    総合運動公園整備事業（屋内体育施設）、伊江

中学校教員宿舎整備事業等の完了による

令和５年 第７回 定例会（９月）

監査委員の意見

最小の経費で最小の経費で
最大の効果を最大の効果を

Q

　
一般
会
計
に
お
け
る
本
年
度
の
実
質

単
年
度
収
支
は
１
億
５
８
１
万
９
千
円

の
黒
字
と
な
っ
た
。今
後
も
収
支
均
衡

を
維
持
す
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
望

む
。こ
れ
ま
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
や
子
ど
も
の
貧
困
対
策
、

子
育
て
支
援
、高
齢
化
支
援
に
加
え
、現

下
の
電
気
料
な
ど
の
値
上
げ
や
物
価
高

騰
に
対
す
る
生
活
支
援
、更
に
は
新
規

事
業
の
観
光
関
連
業
者
へ
の
緊
急
支
援

な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
住
民
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
施
策
が
図
ら
れ
た
。昨
今
の

大
型
施
設
の
完
成
と
こ
れ
ま
で
整
備
し

た
施
設
の
維
持
管
理
や
住
民
生
活
の
安あ
ん

寧ね
い
と
淀よ
ど
み
な
い
経
済
の
振
興
を
図
る
た

め
に
、国
の
補
助
金
等
の
活
用
や
各
基

金
の
効
率
的
な
運
用
が
図
ら
れ
た
こ
と

は
評
価
さ
れ
る
。今
後
と
も
、収
支
の
均

衡
を
維
持
し
な
が
ら
、よ
り一層
予
算
の

効
率
的
執
行
に
留
意
し
、健
全
財
政
の

維
持
に
努
め
る
よ
う
に
望
む
。

農林水産業費    17億2,484万円 
 （前年度  ２億8,878万円減）
   畜産総合施設整備事業等の完了による

総務費    10億9,017万円 
  （前年度  ６億517万円減）
   防災無線放送施設整備事業の完了や新型コロナ
   ウイルスワクチン接種体制確保事業による

民生費   10億5,030万円 
  （前年度  １億4,267万円減）
   特別給付金事業による

土木費   ４億1,041万円 （前年度  5,109万円増）
   聖苑外壁等改修工事、伊江港照明整備事業

衛生費   ３億3,799万円 （前年度  1,735万円減）
    ECセンター煙突改修工事の完了、新型コロナワクチン接種体制事業による

商工費   ２億9,745万円 （前年度  4,135万円減）
    新型コロナ対応地方創生臨時交付金の減額、はにくすに施設防災無線機能強化事業の完了による

具志川 豊秀
代表監査委員

一般会計 33億億4,3514,351万万

虻江　修
監査委員

伊江村総合体育館

伊江港内に整備した照明

一般会計予算

決算額 64億5,113万4,563円の主な使い道は！？64億5,113万4,563円の主な使い道は！？

5 議会広報 いえそん
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令
和
４
年
度 

決
算



問
高
齢
者
祝
い
金
の
支
給
交
付
要
綱

の
支
援
拡
充
は
で
き
な
い
か
。

答
　
要
件
の
緩
和
や
祝
い
金
の
増
額

に
つ
い
て
は
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。問

畜
産
総
合
施
設
の
計
画
に
母
牛
、

子
牛
、
肥
育
と
い
う
体
系
で
計
画

が
あ
る
が
計
画
と
実
績
は
。

答
　
令
和
５
年
４
月
か
ら
８
月
ま
で

の
導
入
頭
数
は
、
妊
娠
牛
と
し
て

７
頭
、
子
牛
預
託
と
し
て
15
頭
、
肥
育
と

し
て
64
頭
、
合
計
86
頭
に
な
る
。
今
年
度

は
40
％
の
稼
働
を
目
指
し
て
お
り
、
計
画

数
3
3
8
頭
の
う
ち
収
容
頭
数
86
頭
に
な

り
、
現
時
点
で
稼
働
率
に
す
る
と
25
％
と

な
る
。

問
周
遊
バ
ス
に
つ
い
て
、
去
年
の
９

月
は
、
土
曜
日
と
日
曜
日
を
周
遊

し
た
。
し
か
し
今
年
は
、
土
曜
日
、
日
曜

日
だ
け
で
は
な
く
て
、
平
日
も
毎
日
８
便

運
行
し
て
い
る
。
９
月
に
入
っ
て
、
城
山

あ
る
い
は
旅
行
村
で
こ
の
バ
ス
を
見
る
人

が
、
観
光
客
が
乗
っ
て
い
な
い
状
況
だ
が
。

答
　
昨
年
か
ら
は
じ
め
た
周
遊
バ
ス

は
、
今
年
９
月
は
平
日
全
て
運
行

し
て
い
る
が
、
９
月
に
入
り
平
日
は
空
席

の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
今
回
の
実
績
を

受
け
止
め
て
、
昨
年
同
様
に
土
日
だ
け
運

行
す
る
か
等
、
デ
ー
タ
を
検
証
し
た
上
で

次
年
度
生
か
し
て
い
き
た
い
。

問
村
内
の
観
光
地
や
名
勝
地
の
案
内

版
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
設
置
し
て
は

ど
う
か
。

答
　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
し
た

ら
、
す
ぐ
に
そ
の
場
所
の
情
報
が

わ
か
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
設
置
可
能
か

協
議
し
て
い
き
た
い
。

問
真
謝
区
・
西
崎
区
住
環
境
負
担
軽

減
事
業
の
早
め
に
予
算
を
確
保

し
、
進
め
て
ほ
し
い
が
、
令
和
５
年
度
の

完
了
予
定
は
？

答
　
令
和
５
年
度
は
10
月
に
10
件
の

工
事
を
予
定
し
て
い
る
。

問
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い

て
、
村
は
、
０
歳
児
か
ら
中
学
校

ま
で
は
現
物
給
付
で
医
療
費
支
援
し
て
い

る
。
高
校
生
は
、
償
還
払
い
と
い
う
説
明

を
受
け
て
い
る
が
、
高
校
生
の
現
物
給
付

に
つ
い
て
伺
う
。

答
　
高
校
生
に
つ
い
て
も
現
物
給
付

で
、
窓
口
支
払
の
な
い
診
療
が
で

き
る
よ
う
な
形
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

現
物
給
付
と
は
、
窓
口
で
の
負
担
が
無

料
の
こ
と
。�

償
還
払
い
は
、
窓
口
で

一
旦
支
払
い
を
し
、
後
日
、
領
収
書
を

提
出
し
て
金
額
が
返
還
さ
れ
る
こ
と
。

（
令
和
５
年
９
月
13
日
）

決
算
審
査

特
別
委
員
会

質疑

　令和４年度伊江村一般会計歳入歳出決算、診療所
特別会計歳入歳出決算、国民健康保険特別会計歳入
歳出決算、後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算、
水道事業会計利益の処分及び決算、船舶運航事業会
計利益の処分及び決算の各認定について本議会より
審査に付託され、９月13日議長を除く全議員で構成
する決算審査特別委員会を開会し、審査を行った。
　各会計の質疑が終了し、「討論なし」及び「異議なし」
と認め、原案のとおり認定すべきものと決定しました。

委員長
島 袋   勉

決算審査特別委員会委員長報告

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
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　Ｆ35Ｂ最新鋭ステルス戦闘機が10月17日午
後11時前まで夜間訓練をし、周辺住民には爆
音、島全体に機体の轟

ごう
音が響き渡り、住民に不

安を与えていることから、内間広樹副議長、名
城政英村長は沖縄防衛局長に対し、午後８時以
降の訓練を自粛する等の要請を行いました。

沖縄県の森林整備は、歴史的背景から市町村有林を主体に実施しているが、
財源不足から森林の持つ公益的機能の確保が喫緊の課題となっている。

伊藤晋哉沖縄防衛局長に対し要請を行っている様子伊藤晋哉沖縄防衛局長に対し要請を行っている様子

記
１． 森林の多い市町村への配分を高めるよう譲与基準の見直しを行うこと。
２．譲与基準に市町村有林を追加すること。

総務大臣、農林水産大臣

U字型燃やすごみ袋大

あて先

Good Job

あの質問・質疑どうなった！？平成30年３月定例会

3．指定ゴミ袋の料金改定並びに
現在使用中の平型からU字型袋

（結び紐付き）の導入に向けて

名
護
市
を
除
く
本
島
８
市
に
お
い
て

本
村
は
大
袋
が
４
０
０
円
と
一
番
高

く
、
村
民
か
ら
不
満
も
あ
り
、
不
法
投
棄
も

見
受
け
ら
れ
る
。

　
①
ご
み
袋
料
金
の
改
定
を
行
う
べ
き
だ
と

思
わ
れ
る
が
、
ど
う
か
。

　
②
現
在
の
平
型
の
袋
か
ら
、
他
市
町
村
で

増
え
つ
つ
あ
る
Ｕ
字
型
袋
に
変
更
す
る
考
え

は
な
い
か
。

質
令
和
５
年
７
月
か
ら
Ｕ
字
型
袋
の
大

袋
（
45
Ｌ
）
４
５
０
円
の
販
売
を
実

施
し
て
い
る
。

現
①
改
定
す
る
予
定
は
な
い
が
、
今
後

見
込
ま
れ
る
維
持
管
理
費
や
更
新
費

用
を
勘
案
し
、
近
隣
市
町
村
に
お
け
る
料
金

水
準
等
も
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

　
②
現
在
の
平
型
袋
に
対
し
Ｕ
字
型
袋
は
、

販
売
の
際
、
大
袋
（
45
Ｌ
）
４
０
０
円
が

４
５
０
円
か
ら
４
６
０
円
、
中
袋
（
30
Ｌ
）

が
３
５
０
円
か
ら
３
９
０
円
、
小
袋
（
20

Ｌ
）
２
５
０
円
か
ら
２
８
０
円
の
価
格
に
な

る
と
予
想
さ
れ
る
た
め
、
今
後
平
型
と
Ｕ
字

型
袋
を
併
用
で
き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

答

伊江島補助飛行場
夜間訓練に伴う
要請行動

森林環境譲与税の譲与基準の
見直しを求める意見書

要請

意見書  第１号

11月８日

９月14日　原案可決

（一部抜粋）
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一般質問の詳細については、ホームページの第７回定例会をご覧ください

ここここを問うを問う

議会広報 いえそん
No.183  12 月号 8

※１　 コンプライアンス
「法令順守」という意味から、現在では「企業倫理、社会規範に従うこと」 亀

かめざと

里 敏
としろう

郎 議員

郷
友
会
等
か
ら
の
投
稿
希
望
者
を
検
討
し
て
い
き
た
い

村長 伊
江
島
広
報
イ
ー
ハ
ッ
チ
ャ
ー
に
村
民
と
村
外
在
住
の
村

出
身
者
等
か
ら
の
投
稿
欄
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

問　
イ
ー
ハ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
本
村

の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
紹
介
が
あ
り
、

村
の
現
状
を
知
る
上
で
、
重
要
な

役
割
を
果
た
す
広
報
誌
だ
と
、
村

内
外
の
読
者
か
ら
、
好
評
を
受
け

て
い
る
。
他
方
、
本
村
の
将
来
を

展
望
す
る
に
あ
た
り
、
村
民
と
村

外
在
住
の
村
出
身
者
等
の
さ
ま
ざ

ま
な
意
見
を
掲
載
で
き
る
投
稿
欄

を
設
け
て
は
と
の
声
も
あ
る
。
そ

こ
で
、
伊
江
島
広
報
イ
ー
ハ
ッ

チ
ャ
ー
に
村
民
と
村
外
在
住
の
村

出
身
者
等
か
ら
の
、
投
稿
欄
を
設

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
村
長

　

伊
江
村
の
広
報
誌
は
、
昭
和
51

年
９
月
の
創
刊
か
ら
令
和
５
年
８

月
ま
で
延
べ
5
2
5
号
を
数
え

る
。「
村
民
に
正
し
い
情
報
を
伝
え

る
こ
と
」
そ
し
て
「
地
域
外
の
方

に
伊
江
村
や
村
民
の
魅
力
を
伝
え

る
こ
と
」
が
広
報
誌
に
求
め
ら
れ

て
い
る
役
割
で
あ
る
と
の
認
識
か

ら
、
分
か
り
や
す
く
、
住
民
目
線

で
の
誌
面
づ
く
り
を
心
が
け
、
こ

れ
ま
で
複
数
回
、誌
面
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
を
重
ね
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

住
民
と
地
域
外
在
住
の
出
身
者

等
か
ら
の
投
稿
欄
を
設
け
る
こ
と

に
つ
い
て
、
県
内
26
の
自
治
体
に

聞
き
取
り
調
査
を
し
た
結
果
、
投

稿
欄
を
設
け
て
い
る
自
治
体
は
な

か
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
掲

載
で
き
る
投
稿
欄
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
コ※
１

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
観

点
か
ら
懸
念
さ
れ
る
こ
と
が
幾
つ

か
想
定
さ
れ
、
自
治
体
広
報
誌
の

意
義
で
あ
る
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

周
知
や
利
用
促
進
、
必
要
な
手
続

の
遂
行
」
等
の
観
点
か
ら
す
る
と

慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
広
報
誌
は
、
住

民
と
行
政
を
つ
な
ぐ
側
面
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
島
へ
の
愛
着
と
思
い

を
は
せ
て
い
る
郷
友
会
等
か
ら
の

投
稿
希
望
者
に
つ
い
て
は
、
郷
友

会
事
務
局
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　
村
内
外
の
読
者
も
と
い
う
こ

と
で
質
問
し
た
つ
も
り
で
は
あ
る

が
、
こ
こ
で
は
愛
着
と
思
い
を
は

せ
て
い
る
「
郷
友
会
等
か
ら
の
投

稿
希
望
者
」
と
あ
る
。
ど
う
し
て

限
定
し
た
の
か
。

答　
企
画
課
長　
島
袋
英
樹

　

村
民
と
村
外
在
住
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
質
問
さ
れ
た
と
思
う
が
、

幾
つ
か
懸
念
さ
れ
る
部
分
が
あ
り
、

ま
ず
想
定
さ
れ
る
の
が
広
報
誌
に

お
け
る
投
稿
欄
を
設
け
る
こ
と
に

お
い
て
の
ル
ー
ル
を
設
け
る
。
想

定
さ
れ
る
ル
ー
ル
と
は
営
利
目
的
、

特
定
の
宗
教
、
当
然
な
が
ら
誹
謗

中
傷
の
投
稿
は
で
き
な
い
。
そ
し

て
匿
名
で
は
で
き
な
い
等
、
ル
ー

ル
決
め
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。�

　

広
く
個
人
に
対
し
て
募
集
を
す

る
と
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
広

報
誌
に
お
け
る
い
ろ
ん
な
意
見
が

殺
到
し
て
、
精
査
す
る
と
い
う
部

分
に
お
い
て
、
幾
つ
か
懸
念
さ
れ

る
為
、
ま
ず
は
郷
友
会
事
務
局
と

会
員
が
投
稿
で
き
る
よ
う
調
整
し

た
い
。

イーハッチャーイーハッチャー

一
般
質
問



村政村政 のの

9

問　
コ
ロ
ナ
も
緩
和
さ
れ
各
地
に

お
い
て
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　
本
村
で
は
、「
第
30
回
伊
江
島
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」
や
、「
第
26
回
伊
江
島
ゆ

り
祭
り
」
が
４
年
振
り
に
再
開
さ

れ
、
島
中
が
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
大

変
喜
ん
で
い
る
。
今
年
の
ゆ
り
祭
り

は
、
商
工
観
光
課
の
資
料
に
よ
る
と

村
外
か
ら
２
万
８
，
０
０
０
人
余
の

来
客
が
あ
っ
た
。
ゆ
り
祭
り
の
運
営

費
用
が
４
，
０
０
０
万
円
余
と
な
っ

て
い
る
が
、
会
場
へ
の
入
場
料
は
無

料
、
伊
江
港
か
ら
城
山
を
経
由
し
会

場
ま
で
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
も
無
料

で
、
い
さ
さ
か
疑
問
を
感
じ
て
い
る

の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
う
。
ゆ

り
祭
り
も
開
始
か
ら
20
年
余
も
経
過

し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
４
点
を

見
直
し
て
経
済
効
果
を
も
っ
と
高
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
村

長
の
ご
意
見
を
伺
う
。

① 

祭
り
会
場
へ
の
入
場
料
（
管
理
協

力
金
）
を
幾
ら
か
徴
収
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

② 

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
料
金
に
つ
い
て
は

受
益
者
負
担
の
原
則
か
ら
も
そ
れ

相
当
の
料
金
は
徴
収
す
べ
き
で
は

な
い
か

③ 

一※
２
括
交
付
金
は
村
外
の
人
の
為
で

は
な
く
村
民
の
為
に
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
か

④ 

祭
り
期
間
が
長
す
ぎ
る
と
の
意
見

も
あ
る
よ
う
だ
が
。

答　
村
長

①�

入
場
料
に
つ
い
て
は
、
検
討
を
重

ね
た
が
、
徴
収
場
所
や
徴
収
方

法
、
人
員
の
確
保
な
ど
課
題
も
多

く
、
徴
収
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

来
訪
者
は
フ
ェ
リ
ー
運
賃
を
払
っ

て
来
島
し
て
お
り
、
さ
ら
に
入
場

料
を
求
め
る
こ
と
は
来
訪
者
の
負

担
増
と
な
る
こ
と
か
ら
、
徴
収
す

る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

②�

バ
ス
料
金
に
つ
い
て
は
、
料
金
所

の
混
雑
、
バ
ス
の
手
配
、
徴
収
人

員
の
確
保
等
の
問
題
が
あ
り
、
一

括
交
付
金
を
活
用
し
て
こ
の
問
題

を
解
決
し
て
お
り
、
バ
ス
の
無
料

送
迎
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

③�

一
括
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
の
事
業
費
は
、
３
，
４
５
３
万

円
で
一
括
交
付
金
を
活
用
し
な
け

れ
ば
、
全
て
村
負
担
と
な
り
、
財

政
負
担
と
な
る
こ
と
か
ら
、
一
括

交
付
金
事
業
が
続
く
限
り
は
、
有

効
に
活
用
し
た
い
。

④�

祭
り
期
間
が
長
す
ぎ
る
と
の
意
見

は
、
実
行
委
員
会
に
届
い
て
い
な

い
。

問　
来
訪
者
の
経
済
的
負
担
を
村

が
考
え
る
こ
と
な
の
か
。
行
政
は
観

光
客
の
観
る
場
所
、
遊
ぶ
場
所
を
つ

く
る
。
ま
た
、
駐
車
場
や
乗
り
場
所

を
確
保
し
バ
ス
運
行
が
ス
ム
ー
ズ
に

な
る
よ
う
後
方
支
援
を
す
る
の
が
行

政
の
仕
事
で
あ
る
。
伊
江
島
に
観
光

に
お
越
し
頂
き
、
お
金
を
落
と
し
て

も
ら
い
、
雇
用
を
生
む
、
島
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
観
光
振
興
で
は
な

い
か
。
国
の
一
括
交
付
金
を
利
用
し

て
、
村
費
は
支
出
し
て
い
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
一
括
交
付
金
は
い
つ
ま

で
も
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

　
ゆ
り
祭
り
の
入
場
料
や
バ
ス
賃
の

徴
収
場
所
、
徴
収
方
法
、
人
員
の
確

保
等
の
課
題
が
あ
る
か
ら
で
き
な
い

で
な
は
く
、
課
題
の
一
つ
一
つ
を
解

決
す
る
為
に
努
力
す
る
こ
と
が
行
政

の
仕
事
で
「
課
題
が
あ
り

で
き
な
い
」
と
答
弁
す
る

の
は
残
念
で
あ
る
。

　
一
括
交
付
金
は
観
光
客

の
為
で
は
な
く
、
村
民
の

為
に
利
用
す
る
べ
き
で
、

例
え
ば
、
子
育
て
支
援
の

一
つ
で
あ
る
学
校
給
食
費

の
無
料
化
や
村
民
の
経
済

支
援
に
活
用
す
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

答　
村
長

　
一
括
交
付
金
が
続
く
限

り
は
入
場
料
も
徴
収
せ

ず
、
バ
ス
の
無
料
も
継
続

し
た
い
。

入
場
料
を
徴
収
す
る
事
は
考
え
て
い
な
い

村長 「
ゆ
り
祭
り
」の
入
場
料
金（
管
理
協
力
金
）

を
徴
収
し
て
は
ど
う
か

※２　 一括交付金
沖縄振興特別推進市町村交付金（一括交付金）は沖縄振興に資する事業を市町村が主体的な選択に基
づいて、市町村の実情に即した的確かつ効率的な事業を実施することができる交付金。 島

しまぶくろ

袋 義
よしのり

範 議員

リリーフィールド公園リリーフィールド公園
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農
家
使
用
の
肥
料
は
価
格
が
高
騰
し
、

経
営
を
逼
迫
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て
い

る
。
村
当
局
で
も
肥
料
価
格
や
堆
肥
価
格

の
助
成
、ま
た
運
搬
や
散
布
の
助
成
を
行
っ

て
お
り
、
農
家
の
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
ペ
レ
ッ
ト
製
造
す
る
こ

と
に
よ
り
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
貯
蔵
容
積

の
減
少
や
、
保
管
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

散
布
時
に
お
い
て
粉
じ
ん
の
発
生
が
少
な

く
、
均
一
に
散
布
が
で
き
る
。
ま
た
、
農

家
の
使
用
し
て
い
る
ブ
ロ
ー
ド
キ
ャ
ス

タ
ー
や
ラ
イ
ム
ソ
ワ
ー
で
散
布
が
可
能
の

た
め
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
所
有
し
て
い
る

マ
ニ
ヤ
ス
プ
レ
ッ
タ
ー
使
用
の
負
担
軽
減

が
図
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

問　
ペ
レ
ッ
ト
製
造
工
程
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

答　
農
林
水
産
課
長　
浦
崎
悟

　
牛
舎
か
ら
回
収
し
た
堆
肥
原
料
を
完
熟
堆
肥
に

仕
上
げ
る
。
次
に
機
械
に
よ
り
ペ
レ
ッ
ト
状
に
成

型
可
能
な
水
分
に
乾
燥
さ
せ
る
。
ふ
る
い
機
に
よ

り
異
物
を
除
去
し
粉
砕
工
程
後
、
造
粒
機
に
投
入

し
ペ
レ
ッ
ト
成
形
さ
れ
る
。
ペ
レ
ッ
ト
形
状
の
変

質
を
防
止
す
る
た
め
、
機
械
に
よ
り
含
水
率
15
％

以
下
ま
で
乾
燥
を
行
い
完
成
と
な
る
。

問　
ペ
レ
ッ
ト
製
造
装
置
は
で
き
る
か
。

答　
農
林
水
産
課
長　
浦
崎
悟

　
令
和
４
年
度
は
約
２
，
４
０
０
万
円
の
赤
字
と

な
っ
て
お
り
、
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
の
製
造
に
は
水
分

量
を
減
少
さ
せ
る
乾
燥
機
や
、
異
物
除
去
を
行
う

ふ
る
い
機
や
造
粒
す
る
機
会
の
稼
働
に
多
く
の
燃

料
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
コ
ス

ト
が
想
定
さ
れ
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
。

　
現
在
、
１
．
５
セ
ン
チ
の
網
目
の
ふ
る
い
機
に

か
け
て
い
る
が
、
ペ
レ
ッ
ト
化
す
る
た
め
に
は

０
．
６
ミ
リ
の
網
目
で
ふ
る
い
を
か
け
る
必
要
が

あ
る
。
原
料
を
み
る
と
、
草
の
繊
維
質
が
多
く
含

ま
れ
落
ち
て
こ
な
い
状
態
に
あ
り
難
し
い
と
考
え

ら
れ
る
。
も
っ
と
大
き
な
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
す
る

機
械
は
な
い
か
、
現
状
の
原
料
で
で
き
な
い
か
調

査
研
究
は
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
台
風
6
号
の
影
響
に
よ
り
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
欠
落
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
安

全
な
道
路
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、

交
通
事
故
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状

況
で
あ
り
、
早
急
な
整
備
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。
各
区
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
欠
落
は

ど
の
よ
う
な
状
態
か
。

答　
総
務
課
長　
西
江
忍

　
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
は
見
通
し
の
悪
い
道
路
区
間
や

地
点
に
お
い
て
、
車
両
が
安
全
か
つ
円
滑
に
走
行

す
る
た
め
に
、
車
両
ま
た
は
歩
行
者
を
確
認
で
き

る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
交
通
安
全
施
設
で
あ
る
。

令
和
5
年
9
月
1
日
現
在
、
16
本
が
欠
落
、
そ
の

う
ち
台
風
6
号
の
被
害
に
よ
り
欠
落
し
た
の
は
10

本
で
あ
る
。

問　
各
区
が
以
前
か
ら
申
請
し
て
い
る

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答　
総
務
課
長　
西
江
忍

　
各
区
よ
り
申
請
の
あ
り
ま
し
た
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

と
台
風
6
号
の
被
害
に
よ
り
欠
落
し
た
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
工
事
費
と
合
わ
せ
て
予
算
成
立
後
、
速
や

か
に
執
行
す
る
。

問　
今
後
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
整
備
に
取
り

組
む
考
え
は
。

答　
総
務
課
長　
西
江
忍

　
現
地
の
調
査
、
検
証
を
行
い
な
が
ら
、
設
置
の

必
要
性
、
合
理
性
を
検
討
し
な
が
ら
整
備
す
る
。

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
交
通
ル
ー
ル
や
交
通
マ

ナ
ー
の
順
守
、
村
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
社
会
の
確

立
に
努
め
て
い
く
。

知
ち

念
ね ん

 邦
く に

夫
お

 議員

調
査
研
究
を
続
け
て
い
く

村長 堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
ペ
レ
ッ
ト
製
造
は
出
来
な
い
か

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
欠
落
の
早

急
な
対
応
は
で
き
な
い
か

村長  

予
算
成
立
後
、速
や
か
に
執

行
す
る

伊江島１号を使って作ったペレット堆肥伊江島１号を使って作ったペレット堆肥
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問　
老
朽
化
し
た
３
学
校
教
員
宿
舎
も
、

中
学
校
教
員
宿
舎
新
築
工
事
の
完
成
に
よ

り
全
て
完
了
し
、
教
職
員
の
住
環
境
が
よ

り
快
適
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
の
当
初
計
画
に
は
、
伊
江

小
学
校
旧
校
長
住
宅
、
伊
江
中
第
１
宿

舎
、
第
３
宿
舎
、
第
４
宿
舎
の
解
体
工
事

費
と
し
て
、
総
額
３
，
５
９
５
万
円
の
予

算
が
計
上
さ
れ
、
令
和
６
年
度
に
、
伊
江

小
学
校
旧
教
員
宿
舎
Ａ
棟
、
Ｂ
棟
、
令
和

７
年
度
に
西
小
学
校
旧
教
員
宿
舎
及
び
校

長
住
宅
の
解
体
を
実
施
す
る
と
説
明
が

あ
っ
た
。

　
施
設
の
老
朽
化
の
た
め
、
新
た
な
教
員

宿
舎
を
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
旧
施

設
の
解
体
が
条
件
だ
と
こ
れ
ま
で
議
会
の

中
で
も
、
幾
度
と
な
く
説
明
さ
れ
て
い
る

が
、
当
初
計
画
よ
り
こ
の
間
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
に
蔓
延
し
、

本
村
に
お
い
て
も
履
患
者
が
発
生
し
て
い

る
。
感
染
症
の
発
生
に
よ
る
、
病
床
の
逼

迫
や
自
宅
隔
離
が
困
難
な
場
合
、
村
内
に

お
い
て
、
一
時
隔
離
施
設
の
確
保
が
今
後

必
要
に
な
る
と
思
う
が
、
解
体
予
定
旧
宿

舎
の
一
部
（
伊
江
小
学
校
旧
教
員
宿
舎
Ａ

棟
）
を
残
す
よ
う
取
り
組
め
な
い
か
伺

う
。

答　
村
長

　
現
在
、計
画
に
則
っ
て
事
業
を
遂
行
し
て

い
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て一時
的
な
隔
離

施
設
と
し
て
利
活
用
し
た
実
績
も
あ
り
、そ

の
ま
ま
取
り
壊
す
の
で
は
な
く
、一時
隔
離
及

び
避
難
施
設
と
し
て
、ま
た
は
経
済
的
に

困
っ
て
い
る
貧
困
家
庭
等
へ
有
効
活
用
す
る

こ
と
も
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い
か
ら
、今

年
８
月
に
県
内
の
離
島
自
治
体
へ
旧
教
員
宿

舎
の
考
え
方
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
。そ
の
中
で「
取
り
壊
し
を
行
わ
ず

有
効
活
用
し
た
い
」と
い
う
本
村
に
賛
同
す

る
考
え
の
自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
、賛
同

自
治
体
と
と
も
に
連
名
に
て
国・県
に
対
し

て
、要
請
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
、今
後
調

整
を
図
っ
て
い
き
た
。

問　
議
会
に
お
い
て
は
、
所
管
事
務
調
査

を
２
年
に
１
度
実
施
し
て
い
る
が
、
役
場

職
員
に
つ
い
て
は
調
査
研
修
制
度
が
な
い

も
の
と
思
慮
さ
れ
る
。

　
条
例
に
は
、
伊
江
村
職
員
研
修
規
定
が

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
他
団
体
へ
の
派
遣

研
修
や
内
部
研
修
を
行
う
こ
と
が
主
な

目
的
で
あ
り
、
職
員
の
自
発
的
な
制
度
と

は
言
い
難
い
面
が
あ
る
。
複
雑
多
様
化
が

進
み
、
さ
ら
に
高
速
化
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
職

員
の
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と

し
た
、
職
員
が
自
発
的
に
行
う
、
先
進
事

例
な
ど
の
現
地
調
査
が
で
き
る
視
察
研
修

制
度
を
整
備
す
べ
き
だ
と
思
う
が
、
当
局

の
見
解
を
伺
う
。

答　
村
長

　
現
在
本
村
に
お
け
る
行
政
職
員
研
修
に

つ
い
て
は
、
職
員
の
資
質
向
上
を
図
り
、

全
体
の
奉
仕
者
に
ふ
さ
わ
し
い
職
員
を
養

成
し
、
も
っ
て
村
行
政
の
民
主
的
か
つ
能

率
的
な
運
営
の
実
現
に
資
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
、
伊
江
村
職
員
研
修
規
程
並
び

に
伊
江
村
人
財
育
成
基
本
方
針
に
則
り
、

職
員
の
理
解
の
下
で
研
修
を
実
施
し
て
い

る
。

　
本
村
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
複
雑
多
様

化
が
進
み
、
行
政
に
求
め
ら
れ
る
村
民

ニ
ー
ズ
も
高
度
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
対

応
で
き
る
よ
う
職
員
も
意
識
高
揚
や
資
質

向
上
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
職

員
自
身
が
業
務
を
通
し
て
必
要
と
す
る
知

識
・
技
能
の
修
得
に
向
け
て
努
力
す
る
環

境
や
対
面
方
式
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
等
の

選
択
肢
も
拡
充
し
な
が
ら
有
意
義
的
な
研

修
が
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
に
努
め
て
い

く
。

内
う ち

間
ま

 広
ひ ろ

樹
き

 議員

「
有
効
活
用
し
た
い
」
と
い
う
賛
同
自
治
体
と
共
に
国
・
県
に
要
請
で
き
な
い
か
調
整
す
る

村長 旧
教
員
宿
舎
解
体
工
事
計
画
は

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
目
的
の
行

政
職
員
視
察
研
修
を

村長  

有
意
義
的
な
研
修
が
で
き
る
よ

う
環
境
整
備
に
努
め
て
い
く

解体予定の伊江小学校教員宿舎解体予定の伊江小学校教員宿舎
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問　
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
全
て

の
人
び
と
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
本
村
に
お
い
て
も
、
障
が

い
者
等
の
補
装
具
費
支
給
制
度
で
補
装
具

の
購
入
・
修
理
に
係
る
補
装
具
費
用
が
支

給
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、障
が
い
児（
者
）

の
補
装
具
用
シ
ュ
ー
ズ
が
支
給
対
象
種
目

に
該
当
し
な
い
こ
と
か
ら
、
保
護
者
は
経

済
的
な
負
担
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

障
が
い
児
（
者
）
は
本
島
医
療
機
関
へ
の

通
院
頻
度
が
高
く
、
受
診
時
に
は
運
転
手
、

介
助
人
の
付
き
添
い
が
必
要
と
な
り
、
通

院
時
の
運
転
手
の
手
配
な
ど
、
離
島
が
故

に
移
動
手
段
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
実

態
が
あ
る
。
障
が
い
児
（
者
）
支
援
の
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
に
対
応
す
る
た
め
の
支
援
策

の
拡
充
を
図
り
、
家
族
の
精
神
的
、
経
済

的
負
担
の
軽
減
に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き

と
思
う
が
、
次
の
２
点
に
つ
い
て
村
の
考

え
を
伺
う
。

① 

障
が
い
児
（
者
）
の
補
装
具
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
村
独
自
の
補
装
具
費
支
給
の
拡

充
は
で
き
な
い
か
。

② 

本
部
港
か
ら
医
療
機
関
へ
の
移
動
手
段

と
し
て
介
護
タ
ク
シ
ー
利
用
時
の
支
援

事
業
の
構
築
は
で
き
な
い
か
。

答　
村
長

①
装
具
用
シ
ュ
ー
ズ
は
、
日
常
生
活
に
お

い
て
も
必
需
品
で
あ
り
、
伊
江
村
身
体
障

が
い
者
等
の
補
装
具
費
支
給
に
関
す
る
規

則
に
準
じ
、
障
が
い
児
（
者
）
へ
の
成
長

に
応
じ
て
、
村
独
自
で
も
柔
軟
に
対
応
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
現
在
、
北
部
福
祉
事
務
所
を
含
む
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
、
本
島
の
福
祉
事
業

所
の
移
送
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
で
き
な
い
か

調
整
を
進
め
て
い
る
段
階
で
あ
る
。
進
捗

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
移
動
支
援
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
補
装
具
を
必
要
と
す
る
障
が
い
者
、

障
が
い
児
の
補
装
具
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細

か
く
対
応
す
る
た
め
に
、
国
が
定
め
た
対

象
種
目
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
障
が
い

者
の
障
が
い
程
度
等
の
実
情
を
勘
案
し
、

補
装
具
費
の
制
度
に
村
独
自
の
支
給
対
象

要
件
を
追
加
し
て
、
迅
速
・
円
滑
に
支
援

制
度
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
て
い

く
の
か
。
年
度
途
中
の
実
施
は
可
能
な
の

か
。
ま
た
年
度
途
中
に
実
施
し
た
場
合
、

今
年
度
す
で
に
購
入
し
た
装
具
用
シ
ュ
ー

ズ
等
の
補
装
具
費
の
遡
及
で
の
支
給
が
可

能
な
の
か
。

答　
福
祉
課
長　
島
袋
裕
次

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
も
今
、
県
と
国
の

制
度
を
使
っ
た
活
用
が
で
き
る
の
か
。
そ

れ
が
も
し
厳
し
い
よ
う
な
ら
、
村
単
費
で

も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
で
き
な
い

か
考
え
て
い
る
。
年
度
途
中
に
お
い
て
も

申
請
が
あ
れ
ば
速
や
か
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
障
が
い
児
（
者
）
の
通
院
時
の
移
動

手
段
と
し
て
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
と
移
送
サ
ー
ビ
ス
の
運
行
委
託
契
約
に

向
け
て
伊
平
屋
村
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、

支
援
事
業
の
具
現
化
に
向
け
て
対
応
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答　
福
祉
課
長　
島
袋
裕
次

　
関
係
機
関
と
の
ケ
ー
ス
会
議
で
は
伊
平

屋
村
の
事
例
が
進
む
と
伊
江
村
も
そ
の
対

応
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と

で
、
調
整
を
し
て
い
る
。

問　
離
島
本
村
の
障
が
い
者
の
生
活
環
境

等
を
考
慮
し
て
、
実
態
に
即
し
た
障
が
い

者
福
祉
制
度
の
充
実
に
向
け
た
村
長
の
考

え
は
。

答　
村
長

　

全
て
の
人
々
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
の
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
相
談

事
業
を
含
め
た
対
応
を
し
て
、
安
心
し
て

障
が
い
児
（
者
）、
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
精
神
的
、
経
済
的
に
も
負
担
軽
減
が
で

き
る
よ
う
な
努
力
を
し
て
い
く
。

宮
み や

城
ぎ

 弘
ひ ろ

和
か ず

 議員

障
が
い
福
祉
支
援
事
業
の
構
築
に
向
け
て
関
係
機
関
と
連
携
を
図
っ
て
い
く

村長 障
が
い
者
施
策
の
支
援
拡
充
は

一
般
質
問

障がい者施策の窓口である福祉課障がい者施策の窓口である福祉課
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問　
企
業
に
は
、
生
産
業
・
ホ
テ
ル
観
光
産

業
・
情
報
通
信
産
業
等
、
異
な
る
分
野
が
あ
る
。　
　

　
離
島
村
で
あ
る
本
村
へ
の
企
業
誘
致
に
は
立
地

条
件
等
に
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て

い
る
が
、
島
の
特
色
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
に
向

け
長
期
的
計
画
を
策
定
し
、
雇
用
創
出
を
図
る
事

は
、
重
要
な
政
策
と
考
え
る
。
多
く
の
雇
用
創
出

が
見
込
ま
れ
る
企
業
誘
致
に
向
け
た
村
長
の
考
え

を
伺
う
。

答　
村
長

　
「
伊
江
村
第
５
次
総
合
計
画
」
に
お
い
て
「
新

た
な
雇
用
創
出
の
た
め
の
企
業
誘
致
の
推
進
」
が

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
い
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
こ
と
も
認
識
し

て
い
る
。
今
後
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
や
Ｉ
タ
ー
ン
を
含

め
た
移
住
者
の
就
業
を
希
望
す
る
方
へ
、
そ
の
能

力
を
発
揮
で
き
る
雇
用
の
場
の
創
出
の
た
め
に
、

ホ
テ
ル
の
誘
致
等
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
伊
江

島
の
地
理
的
条
件
を
活
か
し
た
新
た
な
就
業
機
会

の
創
出
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　
与
那
国
町
の
ア
ク
ト
プ
ロ
と
い
う
コ※
３
ー
ル

セ
ン
タ
ー
は
、
２
０
２
２
年
に
、
開
業
し
て
い

る
。
本
村
で
も
そ
の
情
報
通
信
産
業
に
つ
い
て
、

今
後
取
り
組
む
考
え
は
な
い
か
。

答　
企
画
課
長　
島
袋
英
樹

　
地
方
創
生
の
企
業
、
新
た
に
事
業
を
起
こ
す
起

業
に
対
し
て
、
特
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
満

た
し
た
企
業
に
つ
き
、
国
と
県
が
２
分
の
１
負
担

を
し
て
、
そ
の
企
業
誘
致
、
企
業
が
地
方
へ
誘
導

す
る
た
め
の
施
策
が
今
年
度
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。
離
島
に
興
味
を
示
し
て
い
た
だ
け
る

企
業
、
ま
た
事
業
者
、
経
営
者
が
い
れ
ば
、
今
後

展
開
し
て
い
き
た
い
。

問　
本
部
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
棟
は
、
施
設
の
老
朽

化
に
伴
い
、
去
年
か
ら
空
調
設
備
が
故
障
し
夏
場

に
は
、
館
内
の
ド
ア
を
開
け
る
と
共
に
扇
風
機
の

風
で
対
応
し
て
い
る
。
タ
ー
ミ
ナ
ル
棟
の
ト
イ
レ

は
、
和
式
ト
イ
レ
か
ら
洋
式
ト
イ
レ
等
部
分
的
修

繕
等
で
対
応
し
て
い
る
が
、
汚
れ
な
ど
が
目
立
つ

こ
と
か
ら
そ
の
改
善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
早
め
の
空
調
設
備
改
修
と
長
期
的
な
ト
イ
レ
改

修
計
画
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
と
協
議
す
る
考
え
は

な
い
か
。

答　
村
長

　
空
調
整
備
に
つ
い
て
沖
縄
県
は
早
急
に
改
修
で

き
る
よ
う
調
査
を
進
め
、
改
修
ま
で
の
期
間
、

リ
ー
ス
対
応
を
検
討
し
て
い
る
と
回
答
を
受
け
て

い
る
。
ト
イ
レ
の
改
修
に
つ
い
て
も
、
今
後
の
改

修
計
画
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
よ
う
本
部
港
管
理
事

務
所
と
連
携
を
図
り
、
沖
縄
県
と
協
議
を
行
っ
て

い
く
。

問　
本
部
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
棟
の
空

調
設
備
に
つ
い
て
大
切
な
の
は
来
年

度
の
予
算
に
し
っ
か
り
取
り
組
ま
れ

る
か
ど
う
か
で
あ
り
、
そ
の
予
算
要

求
の
時
期
を
逸
し
な
い
よ
う
に
、
要

請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　
公
営
企
業
課
長　
玉
城
正
朝

　

県
の
新
年
度
予
算
編
成
前
に
、
本

部
港
整
備
推
進
連
絡
協
議
会
を
開
催

し
、
確
実
な
予
算
計
上
を
お
願
い
し

て
い
き
た
い
。

問　
北
部
の
観
光
振
興
策
を
踏
ま
え

て
、
近
代
的
な
ト
イ
レ
改
修
に
つ
い

て
、
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　
副
村
長　
内
間
常
喜

　

ま
ず
は
連
絡
協
議
会
で
、
県
の
土

木
事
務
所
、
そ
し
て
本
部
町
、
伊
江

村
３
者
が
し
っ
か
り
と
足
並
み
を
そ

ろ
え
る
べ
き
と
痛
感
し
て
い
る
、
時

期
を
見
て
早
め
に
連
絡
協
議
会
を
開

催
し
、
県
に
要
請
し
た
い
。

地
理
的
条
件
を
活
か
し
た
就
業
機
会
の
創
出
に
努
め
て
い
き
た
い

村長 雇
用
創
出
を
図
る
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
は

並
な み

里
ざ と

 晴
は る

男
お

 議員

本
部
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
棟
の

空
調
設
備
及
び
ト
イ
レ
改

修
に
向
け
て
沖
縄
県
と
早

め
に
協
議
を

村長  

沖
縄
県
と
協
議
を
行
っ
て
い
く

※３　 コールセンター
電話を通してお客様からの問い合わせや発注、申し込みなどに対応したり、商品の紹介やアンケー
トを行ったりする役割を担う。

与那国町にある日本最西端のコールセンター与那国町にある日本最西端のコールセンター

議会広報 いえそん
No.183  12 月号

一
般
質
問



議会広報 いえそん
No.183  12 月号 14

令和５年第８回臨時会 会期：令和５年11月22日（水）
議案番号 件　　　名 議決結果
議案第62号 伊江村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定について 原案可決
議案第63号 伊江村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃
議案第64号 令和５年度伊江村一般会計補正予算（第５号） 〃
議案第65号 令和５年度伊江村水道事業会計補正予算（第２号） 〃

令和５年第７回定例会 会期：令和５年９月12日（火）～令和５年９月14日（木）
議案番号 件　　　名 議決結果
報告第10号 令和４年度伊江村一般会計繰越明許費繰越計算書の報告について 原案報告
報告第11号 令和５年度伊江村人材育成会の業務報告について 〃
同意第２号 農業委員の任命について（川平区　玉城増生　氏） 原案同意
同意第３号 農業委員の任命について（西江前区　玉城正芳　氏） 〃
同意第４号 農業委員の任命について（東江上区　西江　正　氏） 〃
同意第５号 農業委員の任命について（東江上区　大城　良太　氏）※新任 〃
同意第６号 農業委員の任命について（東江前区　大城　孝美　氏） 〃
同意第７号 農業委員の任命について（阿良区　棚原　貴光　氏） 〃
同意第８号 農業委員の任命について（西江上区　知念　雄二　氏） 〃
同意第９号 農業委員の任命について（西崎区　大城　貴子　氏） 〃
同 意 第10号 農業委員の任命について（東江前区　友寄　千成　氏）※新任 〃
議案第53号 地域おこし協力隊支援事業備品購入（落花生掘取機他）の請負契約について 原案可決
議案第54号 地域おこし協力隊支援事業備品購入（カビ豆選別機）の請負契約について 〃
議案第55号 伊江島蒸留施設機能拡充事業備品購入（蒸留機他）の請負契約について 〃
議案第56号 伊江村職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 〃
議案第57号 令和５年度伊江村一般会計補正予算（第４号） 〃
議案第58号 令和５年度伊江村診療所特別会計補正予算（第２号） 〃
議案第59号 令和５年度伊江村国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 〃
議案第60号 令和５年度伊江村水道事業会計補正予算（第１号） 〃
議案第61号 令和５年度伊江村船舶運航事業会計補正予算（第１号） 〃
認定第２号 令和４年度伊江村一般会計歳入歳出決算の認定について　※Ｐ４～Ｐ５参照 原案認定
認定第３号 令和４年度伊江村診療所特別会計歳入歳出決算の認定について　※Ｐ４参照 〃
認定第４号 令和４年度伊江村国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について　※Ｐ４参照 〃
認定第５号 令和４年度伊江村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定ついて　※Ｐ４参照 〃
認定第６号 令和４年度伊江村水道事業会計利益の処分及び決算の認定について　※Ｐ４参照 〃
認定第７号 令和４年度伊江村船舶運航事業会計利益の処分及び決算の認定について　※Ｐ４参照 〃
意見書第１号 森林環境譲与税の譲与基準の見直しを求める意見書　※Ｐ７参照 原案可決
陳情第１号 県産品の優先使用について 原案採択

議 決 の 結 果

　農地の貸し借りや売買、住宅等を建てる場所が農地の場合の宅地への転用許可等について、
総会で審議・判断を行うのが主な役割です。委員は、各区からの推薦や公募を実施し、議会の
同意を得て、村長が任命します。 任期は令和５年10月１日～令和８年９月30日の３年間です。

◆同意２号～同意10号　農業委員ってなに！？

議
決
の
結
果



離島フェア2023で優秀賞を受賞した農業生
産法人 株式会社 伊江牛、特別賞を受賞した
株式会社 伊江島物産センター

経済・公営企業常任委員

野菜ソムリエ上級プロ等の資格を持つ徳元佳代子氏

15

　今回の研修では、町村議会
議員261人、事務局職員52人、
総勢313人が一斉に集い、読
谷村文化センター鳳ホールで
研修がありベジフルマン代表
の徳元佳代子氏が「失敗から
学んだ・地域農産物の魅力と農
業の可能性」と題し講演を行っ
た。自身の体験談を交えた講和
やクイズ形式で会場を巻き込
んで、笑いあり、涙ありの講演
会であった。

令和５年度第49回沖縄県畜産共進会

離島フェア2023視察

地域社会づくりと農業の可能性

経済・公営企業常任委員会

総務常任委員会
　『帰ってきたよ！　離島フェア』をキャッチフ
レーズに、沖縄セルラーパーク那覇で開催され
た離島フェアを視察。島からの出店業者の飲食
ブースや特産品ブースには多くの来場者で賑わ
い伊江島を存分にＰＲした。

11/  7

11/24

11 / 8
町村議会議員・
事務局職員研修会

　糸満市の南部家畜市場で開
催された沖縄県畜産共進会へ
伊江村から３部門８頭を出品し
た。若雌１類部門で優秀４席、
若雌２部門で優秀４席、高等登
録群で優秀３席の合計３頭が
優秀な成績を収めた。日頃のご
研鑽に敬意を表し、ますますの
活躍を祈念したい。

議会広報 いえそん
No.183  12 月号

議
会
議
員
研
修



【お問合せ先】　伊江村議会事務局　TEL：0980-49-2994　FAX：0980-49-2991

伊江小学校２年生

　10月26日木曜日、２年生（16名）が生活科
の学習で「まちたんけん」施設見学として、役
場を訪れ、最後に議場の見学を行いました。

・議場の椅子に座れて、とても嬉しかったです。
・役場の皆さんが伊江島を守っている事がわかり、すごいと思いました。感想（一部抜粋）

「「ままちちたたんんけけんん」」

～あなたの声、議会（議員）に届いていますか～
伊江村のこと、議会のことを意見交換しましょう！

議会広報 いえそん
No.183  12 月号 16

午後7時から
はにくすにホール

午後９時
終了予定

お申込みは不要です。当日、開会時間までに会場へお越しください。

議長
渡久地�政雄

副議長
内間　広樹 島袋　��勉 並里　晴男 名嘉　��實

亀里　敏郎 島袋　義範 虻江　��修 知念　邦夫 宮城　弘和

12/6

議会報告会は、村民と議会を身近なものとし、
議会の活動状況や情報の提供を行いながら、

皆さんからの議会に対するご意見をいただく大切な機会です。
どなたでもご参加できます。心よりお待ちしております。

 ・議会報告 ・意見交換会次第令和５年

（水）

村
民
意
見
交
換
会
・
ま
ち
た
ん
け
ん

議議会報告・会報告・村村民民とのとの意見交換会意見交換会



議会の活動

� 1日：�西幼・小学校運動会（西小校区議員）
� 5日：�伊江港荷さばき施設設備工事地鎮祭(正副議長)
� 6日：�例月出納検査（虻江監査委員）
� 6日：�権現堂再建落慶法要（正副議長）
� 7日：�伊江幼・小学校運動会（伊江小校区議員）
12日：��令和5年度「人権の花」運動における苗の植付け式（議長）
16日：��「イージマチューパンジャまつり2023」に伴う実行委員会�(議長)
18日：��全国町村議長会（都道府県会長会）（議長/東京都）
24日：��議員全員協議会（議員）
28日：��老人・婦人・保育所大運動会（全議）
29日：��東村村政施行100周年式典・祝賀会（副議長/東村）
30日：��沖縄県さとうきび対策本部委員会（議長/那覇市）

� 1日：�第12回小中学生ゴルフ伊江島大会実行委員会（議長）
� 2日：�名桜大学との懇談会(議長/名護市)
� 6日：�伊江村防火デー式（全議）�
� �黒糖工場火入れ式（議長）
� �伊江島一周マラソン実行委員会(議長)
� 7日：�町村議長会理事会・総会（議長/那覇市）�
� �第49回沖縄県畜産共進会（経済・公営企業常任委員/糸満市）
� 8日：�町村議会議員･事務局職員研修会（全議員/読谷村）
� �商工会連合会50周年（議長/那覇市）
� 9日：�町村監査委員・職員研修会（虻江監査委員/那覇市）
11日：�村民俗芸能発表会（全議）
13日：�沖縄振興審議会（議長/東京）
� 例月出納検査（虻江監査委員）
16日：�伊江村防風林の日（全議）
17日：�広報委員会（広報委員・議長）
19日：�第43回伊江村郷友会運動会（議長/南風原町）
20日：�北部市町村議長会第3回定例会（議長/名護市）
22日：�第8回伊江村議会臨時会
24日：�離島フェア2023（総務常任委員/那覇市）
25日：�西小学校学習発表会（西小校区議員）
26日：�伊江小学校学習成果発表会（伊江小校区議員）
28日：第41回離島振興市町村議長全国大会（議長/東京都）
29日：�第67回町村議会議長全国大会研修会（議長/東京都）
30日：�北部市町村議長会行政視察（議長/東京都）

葉たばこ売買視察

人権の花運動における苗の植え付け式

防火デー式

� 4日：�令和4年度決算審査報告（虻江監査委員）
� �村長、議長へ意見書提出（虻江監査委員）
� 6日：�議会運営委員会、議員全員協議会
� 7日：�例月出納検査（虻江監査委員）
12日～14日：第7回伊江村議会定例会
14日：���ニーバンガズィマール復活御願式
� �(正副議長・正副経済・公営企業常任委員長)
17日：��第68回伊江村陸上競技大会（全議）
20日：��葉たばこ売買視察（議員）
21日：���令和5年度第47回北部地区畜産共進会
� �（議長/今帰仁村）
27日：��第1回北部医療組合議会定例会（副議長/名護市)
� �市町村総合事務組合運営委員会（議長/那覇市）
� �沖縄県肉用牛経営危機突破生産者大会（議長/糸満市）
28日：��内閣府特命担当大臣懇談会（議長/那覇市）
29日：��北部広域市町村圏事務組合議会第62回定例会（議長/名護市）
� �農業委員会辞令交付(副議長）
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議会に届いていますか？議会に届いていますか？
・村のお金の　　　　　　　　 …………… P４~５

・あなたの声、                                      … P１6

使い道は！？使い道は！？

今月の表紙紹介
P18

議会を見て、
聴いてきました！
議会を見て、
聴いてきました！

注目記事
トピックス P2~3P2~3

三保育所合同
運動会ッちゅん!!

現在、伊江島での最高齢は？ 伊江島広報「イーハッチャー」
12 月号に掲載！

問 問 答
答

広報紙を読もう 連携企画第１弾広報紙を読もう 連携企画第3弾

伊江村議会事務局

 

（0980）49-2924 伊江村議会事務局
議会や議会広報に関してご意見やご要望をお寄せ下さい。

読みやすいユニバーサルデザインフォントを
使用しています。

印刷インキに植物由来の原料を配合して、
温室効果ガスの発生を低減しています。

生年月日 昭和15年生　満83歳
行政区・屋号 西江上・三四郎ンヤー

名　　前

　毎回朝は大きな声で「おはようございます」
と元気に来所しています。現役の頃は働き者。
畑仕事を長年していたとの事です。今でも葉
たばこや園芸、野菜作りの話になると、得意気
に話されます。これからもレッスンや脳トレを
楽しみながら、一緒に過ごしましょうね。

職員からみた敬子さん

山 城 敬 子
やま     しろ    けい　   こ

　11月に入り、肌寒い日が平年より多く、冬の始まりを感じている。４月頃から新型コロナも落ち
つき村内で行われた各種イベントも人数制限もなくコロナ禍前の賑わいを見せている。
また、10月に行われた職域パークゴルフ大会では、議会チームがチームワークを発揮し「Aパート
優勝」を飾った。健康増進の為に、パークゴルフを定期的に実施しようと盛り上がっている。
　来年2024年辰年も 
　カラタガンジューサシー、チューパンジャシンショリヨー
　なお、議会の内容を詳しく知りたい方は、ホームページの伊江村議会または中央公民館、各区
公民館の会議録をご覧下さい。

議会広報調査特別委員会　事務局

題 字 記 入 者

今月の表紙

今月の表紙は、保育所大運動会における、かけっこの様子
西保育所３歳児クラスの成島宇恭くん（父：亨、母：麗乃）、
古堅きいちゃん（父：龍生、母：媛乃）です。

なる  しま    う  きょう　　　　　              とおる　             かず    の

ふる  げん　　　　　　　　　　　　　　　　　　りゅう  き　 　　　　  ひめ    の

議会傍聴を希望される方は、議会事務局へお問合せ下さい。
発熱や風邪、倦怠感のある方はご遠慮いただく場合がございますのでご理解ください。

12月12日（火）午前10時～▶   定予会例定月21
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